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【研究目的】アーキアは分子系統的にユーカリアに近縁であり、遺伝子の配列や転写機構にユーカリア
の特徴を有する。しかし、リボソームは 70S であり、翻訳開始に SD 配列を利用するなど翻訳メカニ
ズムは、バクテリアに近いと考えられている。バクテリアの多くは、栄養分が枯渇すると 70S リボソ
ームを二量体化させた 100S リボソームを形成し休眠状態となる。このリボソームの二量体化、及び翻




salinarum、好熱好酸性アーキア Sulfolobus tokodaii、超好熱性アーキア Thermococcus kodakarensis 
に注目し、生育状態の変化に伴うリボソーム超分子構造の変化を調べた。また、バクテリアとして超好
熱性細菌 Thermotoga maritima、超好熱性細菌 Thurmus thermophilus、大腸菌 Escherichia coli の





















質であり、Staphylococcus aureus の 100S リボソームにも特異的に存在したタンパク質である。
TM0266 がリボソームの翻訳活性に何らかの影響を及ぼしていると考えられた。尚、T. maritima の
HPFオルソログである TM1607 は今回の実験方法では検出されなかった。これは、TM1607が負に荷
電していたために、RFHR二次元電気泳動法では捕捉できなかった可能性が考えられる。 
